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【緒言】 

有機 EL ユニットを複数積層するタンデム型構造は駆動電流を低減する有効な手段である．ユ

ニット間をつなぎキャリア発生を担う中間層には様々な構造が報告されているが，ポリマーELで

のタンデムでの必要条件については未だ検討されていない．これは従来の湿式法では下層が溶解

するため系統的な構造検討が不可能であったためである．本研究では下層にダメージを与えるこ

となくポリマー層の積層が可能である Evaporative Spray Deposition using Ultradilute Solution 

(ESDUS)法を用いて，高分子発光層を有するタンデム型素子を作成した． 

【実験】 

下部 EL-unitは ITO/ PEDOT:PSS/ TFB/ F8BT:MEH-PPVとした．緑色発

光ポリマーF8BTに 1 wt%赤色発光の MEH-PPVをドーピングしている．

中間層として BCP/ Alq3:Cs2CO3 20 wt%/ Al/ MoO3/ α-NPDを真空蒸着によ

り作成し，上部 EL-unit として F8BT を ESDUS 法で積層し，陰極として

Ca/ Alを真空蒸着により作成し，素子を封止した．また，referenceとして

F8BT を ESDUS法で，F8BT:MEH-PPV (1 wt%)をスピンコート法で成膜

した 1unit EL素子を作成した． 

【結果と考察】 

タンデム型素子，F8BT 1unit素子，F8BT:MEH-PPV 

1unit 素子それぞれの EL スペクトルを Fig.2 に示す．

タンデム素子のスペクトルは F8BT 1unit 素子と， 

F8BT:MEH-PPV 1unit 素子のスペクトルの重ね合わせ

た形状に一致した．このことから，タンデム素子の上

下のユニットが発光していることがわかる．中間層か

ら上下 EL 層にキャリアが注入され，電極からの注入

キャリアと再結合することで，上下の発光層がともに

発光していることが明らかになった．ESDUS法はタン

デム型ポリマーEL の中間層を系統的に検討する有効

な手段であることが示された． 

【謝辞】 

本研究の一部は NEDO グリーン IT プロジェクト「次世代

大型有機 ELディスプレイ基盤技術の開発」によるものです． 

Fig.1 Device structure 
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Fig.2 EL spectra of the tandem 

OLED and 1unit cells 
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